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２０１０年 10 月５日 

株式会社 D1 コーポレーション 

Ｄ１ＧＰインターナショナル・ドリフト・チャンピオンシップ 

2010 グランツーリスモＤ１グランプリシリーズ 

 

10 月 16 日（土） 第７戦（最終戦）富士スピードウェイ 

10 月 17 日（日）10 周年ファン感謝エキジビション 

ダブル開催！！ 

 

株式会社Ｄ１コーポレーション（所在地：東京都新宿区、代表取締役社長：鈴木修己）

は、１０月１６日（土）～１０月１７日（日）の２日間、富士スピードウェイ（静岡県小

山市）に於いてドリフト競技の最高峰２０１０年Ｄ１グランプリシリーズ「Ｄ１グランツ

ーリスモＤ１グランプリ第７戦（最終戦）富士」並びに「10 周年ファン感謝エキジビショ

ン」をダブル開催する。 

 

 Ｄ１グランプリシリーズは今年創立から１０周年迎える。ドリフトテクニック、車両性

能も年々向上し、観客の年齢層も若年層から年配層まで広がりを見せている。その日本発

祥のクルマを使ったエンターテインメント「Ｄ１グランプリ」の１０周年の集大成として

行われるのが、今回開催される富士戦だ。10 年間の感謝の意味を含め、これまで以上に会

場に来ることで楽しんでもらえるイベントとする。 

  

１６日（土）の「Ｄ１グランツーリスモＤ１グランプリ第７戦（最終戦）富士」は、チ

ャンピオンこそ前戦今村陽一（シルビア）に決まったが、来シーズンのシード権をかけて、

ボーダーライン上の古口美範（シルビア）、末永直登（ランサー）、佐久間達也（シルビア）、

高橋邦明（チェイサー）、中村直樹（シルビア）らの、必死のシードポジション争いが見ど

ころになる。 

１７日（日）の「10 周年ファン感謝エキジビション」は、選手と・マシンに触れ会うチ

ャンスを増やすために、ファンとの交流を積極的に深めるパドックレイアウトとした。競

技は、まず「単走世界一決定戦」を行う。参加選手は最終戦のエントラントと海外からの

エントリーも加え、単走世界一を決定する。その後追走ベスト２４トーナメント戦を行う。

午前の単走参加者の中から、前日の最終戦終了時のシリーズランキング１０位までの選手

をシードとし、シードを除く単走上位１４台の合計２４台がトーナメント戦に進出し優勝

を争う。 

 

この富士戦は、１０周年のフィナーレを飾るに相応しい内容であると共に、１１年目に

向けた新たなＤ１グランプリを予感させるイベントとした。 
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シード権をかけて激しく争う古口美範（１８０ＳＸ）ＶＳ斎藤太吾（マークⅡ） 

（第６戦エビス） 

 

 

■昨年の審査基準 
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～ご参考～ 

■2010 グランツーリスモ D1 グランプリシリーズ ポイントランキング  
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■2010 D1 グランプリ開催スケジュール２０１０年 Ｄ１ＧＰ開催スケジュール 

日 程 開 催 

３月２７日 第１戦     お台場特設コース         （東京都） 

３月２８日 *ＥＸ．     オールスター           （東京都） 

４月２４日～２５日 第２戦     オートポリス           （大分県） 

６月 ５日～ ６日 第３戦     冨士スピードウェイ        （静岡県） 

６月２６日～２７日 第４戦     岡山国際サーキット        （岡山県） 

８月 ７日～ ８日 第５・６戦   エビスサーキット         （福島県） 

１０月１６日～１７日 第７戦＆ＥＸ  富士スピードウェイ         （静岡県） 

・Ｄ１ＧＰシリーズ（全７戦） 

・Ｄ１ＧＰエキジビション（全２戦） 

 

 

【Ｄ1 グランプリとは】 

ドリフト走行の速さと美しさで勝敗を決める、日本で生まれた自動車競技だ。 

日本国内では、２００１年初開催以来今年で１０周年を迎える。毎年７～８戦がシリーズ

戦として全国のサーキットを転戦。年間チャンピオンを争うもので、本年度は６大会、全

７戦のシリーズ戦が開催されるほか、全２戦のエキジビションが行われる。また海外にも

ファンは多く、現在では世界３５カ国で競技会が開催されている。 

【競技方法】 

定められた曲線コースを「ドリフトの角度とアクセルワーク」によって「速度と角度、走

行ライン」をコントロールして「ダイナミックに美しく」走り抜けるドライビングテクニ

ックを競うもので、観戦者に対するアピール力も要求される、エンターテインメント性の

高い自動車競技である。 
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～開催概要～ 

 

●名 称：２０１０グランツーリスモ D1 グランプリ第７戦／エキジビション in 富士 

●会 場： 富士スピードウェイ（http://www.fsb.tv/） 

      〒410-1307 静岡県駿東郡小山町中日向 694 

●日 時： 第７戦決勝    ／２０１０年１０月１６日（土） 

      エキジビション決勝／２０１０年１０月１７日（日） 

●主 催： 株式会社Ｄ１コーポレーション 

 

●オフィシャルスポンサー *順丌同 

株式会社ポリフォニー・デジタル（グランツーリスモ）／株式会社ヨコモ／ 

MSF 株式会社／株式会社アップガレージ／日本グッドイヤー株式会社／ 

住友ゴム工業株式会社／株式会社トーヨータイヤジャパン／横浜ゴム株式会社／ 

株式会社ローソンチケット／株式会社レイズ／ブリッド株式会社／ 

ギガッツ合同会社／有限会社日本レッドラインオイル／住鉱潤滑剤株式会社／ 

株式会社イングコーポレーション 

●チケット情報 ＊中学生以下は保護者同伴に限り無料。 

 ・前売り観戦券 ：（２日間通し券）\６,０00～\11,000 

 ・前売り観戦券 ：（10/16 土曜日、10/17 日曜日とも）\3,500～￥6,500 

 ・当日売り観戦券：（10/16 土曜日、10/17 日曜日とも）\4,500～\6,500 

 （前売り駐車料金：コース最寄りの P19・Ｃパドックエリア、当日 1 日１台につき 

\1,５00） 

●チケットに関するお問い合わせ先 

 ・富士スピードウェイ（http://www.fswb.tv/） 

・D1 コーポレーション TEL:03-5287-2939（受付 10:00～19:00） 

・ローソンチケット   TEL:0570-000-777（受付 10:00～20:00） 

   

●会社概要 

・社 名：株式会社 D1 コーポレーション（http://www.d1gp.co.jp） 

・代表者：代表取締役社長 鈴木 脩己（すずき おさみ） 

・所在地：162-0053 東京都新宿区原町 3-19 ﾗｰｽﾞﾋﾞﾙ 402 

     Tel 03-5287-2939 Fax 03-5287-3834 

 

～本件に関するお問い合わせ先～ 

D1 広報事務局（press_shinsei@d1gp.co.jp）担当： 嶋中、平田、遠藤 

150-0021 東京都渋谷区恵比寿西 1-7-4 ｴﾋﾞｽﾌｧｰｽﾄﾋﾞﾙ 5F （株）サンズ内 

Tel 03-3461-9881  fax 03-3461-9882 

 


